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年 ～ 1998 1999 ～2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007
男性（人） 831 565 510 474 626 424 515 573
女性（人） 116 478 632 811 1,272 960 1,513 1,981
合計（人） 947 1,043 1,142 1,285 1,898 1,384 2,028 2,554
女性割合（%） 12 46 55 63 67 69 75 78
年 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 合計
男性（人） 608 662 591 795 404 369 235 8,182
女性（人） 2,195 2,252 1,811 1,911 1,098 1,145 896 19,071
合計（人） 2,803 2,914 2,402 2,706 1,502 1,514 1,131 27,253



















２　統一部，『北韓離脱住民政策　北韓離脱住民現況　１．入国現況（14 年 10 月末入国者基準）』．
（＝통일부，『북한이탈주민정책 북한이탈주민현황 1. 입국현황 (14 년 10 월말 입국자기준 )』．）








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































と経済的困窮を乗り越えるためのスローガン。1938 年 11 月～ 1939 年３月に、金日成ら抗日パル
チザンが満洲で日本軍と闘いながら行軍したことになぞらえている。2010 年韓国の統計庁が国連
の人口センサスに基づいて発表した北朝鮮人口推計によると、苦難の行軍（1996 ～ 2000 年）の時
期の餓死者数は、約 33 万人である。また、1990 年代後半以後（1994 ～ 2005 年）の食糧難により
61 万人の人口損失があったと推算される（統一部統一教育院，2013）。







































































































































































증언으로 본 북한의 변화』통일연구원．）
イグムスンほか，2003，『北韓離脱住民適応実態研究』統一研究院．（＝이금순 외，2003，『북한이 
탈주민 적응실태 연구』통일연구원．）
イ ス ン ヒ ョ ン・ キ ム チ ャ ン デ・ ジ ン ミ ジ ョ ン，2009，『 脱 北 民 の 家 族 解 体 と 再 構 成 』 ソ
ウ ル 大 学 校 出 版 文 化 院．（ ＝ 이 순 형・김 창 대・진 미 정，2009，『 탈 북 민 의 가 족 해 체 와 
재구성』서울대학교출판문화원．）
イファジン，2011，「脱北女性の異性関係を通してみた人権侵害構造と対応――脱北及び定着過程
を中心に」『平和研究』秋号：376-404．）（＝이화진，2011，「탈북여성 의 이성 관계를 통해본 










カデミー資料集』北韓人権市民連合．（＝윤여상，2004，「재외탈북자 실태 - 현황과 대안을 
중심으로」『제７기 북한인권난민문제 아카데미 자료집』북한인권시민연합．）
キーワード　女性脱北者、脱北動機の多様化、韓国への直行
〔付記〕本研究は、平成 26 年度科学研究費研究活動スタート支援「脱北女性の『脱北過程経験』と韓
国社会への適応に関する社会学的考察」（課題番号：26885069）の成果の一部である。
 （YOONJinhee）
